


三島古墳群の概要のほか、今城塚古墳の発
掘調査で判明した古墳造りの工夫を、ジオラ
マ模型や映像を用いて解説。実際に出土し
た埴輪や土器など、歴史的価値の高い考古
資料も多数展示している。
住所／高槻市郡家新町48-8　電話／072・682・0820
時間／10：00～17：00（入館は16：30まで）　休み／月曜、
祝翌日、年末年始　料金／入館無料※特別展・企画展、
体験などは要別途　駐車場／約35台（無料）

今城塚古代歴史館

三
島
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
富

田
台
地
一
帯
の
歴
史
は
長
く
、古
く
は
約

2
万
年
前
の
旧
石
器
時
代
か
ら
人
々
の
営

み
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
縄
文

時
代
、弥
生
時
代
と
着
実
に
発
展
を
続
け

な
が
ら
、古
墳
時
代
に
は
淀
川
流
域
で
最

大
の
前
方
後
円
墳
で
あ
り
、聖
徳
太
子
の

曽
祖
父
に
当
た
る
継
体
大
王
の
真
の
陵
墓

と
言
わ
れ
る
今
城
塚
古
墳
が
築
か
れ
た
。

1
9
9
7（
平
成
9
）年
か
ら
実
施
さ

れ
た
今
城
塚
古
墳
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、

日
本
最
大
級
の
埴
輪
祭
祀
場
や
墳
丘
内

石
積
、石
室
基
盤
工
と
い
っ
た
当
時
の
最

先
端
の
土
木
技
術
な
ど
の
発
見
が
相
次
い

だ
。そ
れ
ら
の
調
査
成
果
を
反
映
さ
せ
て
、

古
墳
時
代
が
体
感
で
き
る
緑
豊
か
な「
今

城
塚
古
墳
公
園
」と
、歴
史
・
文
化
の
発
信

拠
点
と
な
る「
今
城
塚
古
代
歴
史
館
」が

誕
生
。
公
園
・
歴
史
館
を
合
わ
せ
て「
い
ま

し
ろ 

大
王
の
杜
」と
称
さ
れ
て
い
る
。

古
墳
の
北
側
内
堤
に
再
現
さ
れ
た
埴
輪

祭
祀
場
で
は
、初
め
て
訪
れ
た
人
は
圧
巻
の

形
象
埴
輪
群
に
驚
く
だ
ろ
う
。実
際
に
復

元
埴
輪
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
る
た
め（
一

部
を
除
く
）、撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気

が
高
い
。大
王
の
埴
輪
ま
つ
り
が
再
現
さ
れ

て
い
る
の
は
全
国
で
も
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
、今
城
塚
古
代
歴
史
館
に
は
出
土

し
た
実
物
の
埴
輪
が
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、古
墳
時
代
の
営
み
に
触
れ
る
体
験
教

室
も
実
施
。石
を
削
っ
て
勾
玉
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
る
色
勾
玉
づ
く
り
は
、ま
さ
に
こ

の
場
所
な
ら
で
は
の
個
性
的
な
歴
史
体
験

と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

古
墳
は
国
家
や
人
々
の
推
移
を
た
ど
れ

る
貴
重
な
歴
史
遺
産
。古
代
を
体
験
す
る

時
間
を
楽
し
ん
で
み
て
。

埴
輪
や
勾
玉
を
通
じ
て

古
代
の
暮
ら
し
を
探
る
体
験
を
。

色勾玉づくりの材料費は白300円、ピンク・黒（マー
ブル）400円。曜日により開催時間が異なるので事前
確認を  砥石ややすりを使ってじっくりと削ってい
く 100分の1サイズの今城塚古墳の模型 今城
塚古墳から出土した本物の埴輪や復元石棺を展示 

継体大王以降の古墳の紹介コーナー

日本最大の形象埴輪群が発見
された埴輪祭祀場を再現。動
物、武人、力士、巫女、家、盾な
どの復元埴輪が並ぶ

体験できる歴史。
たとえば古墳時代を再現したものに、この手で触れられるなら。

たとえば江戸時代の栄華の様子を、先進技術で見られるなら。

たとえば江戸時代や明治時代の城下町の一角で、くつろげるなら。

普段の暮らしのなかに悠久の流れが生きる高槻では、

その“たとえば”をかなえることが可能。いざ、歴史の追体験へ！

前方後円墳「今城塚古墳」を整備・復元した史
跡公園として2011（平成23）年に開園。1500
年前に活躍した継体大王の真の墓とされなが
らも、豊かな緑とピクニックもできる気軽さで高
槻市民の憩いの場として親しまれている。
住所／高槻市郡家新町48-8
電話／072・682・0820（今城塚古代歴史館）
時間／散策自由　休み／なし　料金／入園無料
駐車場／約35台（無料・今城塚古代歴史館の開館時だけ）

今城塚古墳公園（いましろ 大王の杜）

約190点の

形象埴輪が
ズラリ！

古代三島の
歴史を
展示＆解説！

はにわ

まがたま

根気強く
削って磨いて

でき上がり
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戦
国
時
代
、動
乱
の
舞
台
と
な
っ
た
高

槻
城
。京
～
大
坂
の
重
要
拠
点
と
し
て
時

の
権
力
者
が
重
視
し
、高
山
右
近
や
永
井

直
清
な
ど
信
任
厚
い
武
将
た
ち
が
次
々

と
城
主
を
務
め
た
。江
戸
時
代
に
な
る
と

こ
の
周
辺
は
城
下
町
と
し
て
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
、今
も
往
時
の
お
も
か
げ
を
色
濃

く
残
し
て
い
る
。

そ
の
高
槻
城
の
様
子
や
城
下
町
の
暮

ら
し
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
の
が「
し
ろ

あ
と
歴
史
館
」。特
別
展
・
企
画
展
を
積

極
的
に
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、体
験
コ
ー

ナ
ー
も
充
実
。な
か
で
も
無
料
の
兜
と
陣

羽
織
の
着
用
体
験
は
、ひ
と
味
違
う
思
い

出
作
り
に
お
す
す
め
だ
。

歴
史
館
か
ら
歩
い
て
行
け
る「
城
跡
公

園
」で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ「
A
R

高
槻
城
」を
体
験
し
て
ほ
し
い
。ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
ス
マ
ホ
を
か
ざ
す
と
、そ
の

場
所
の
当
時
の
景
色
が
画
面
に
出
現
。歴

史
民
俗
資
料
館
前
か
ら
西
を
見
る
と
、そ

こ
に
は
3
層
の
天
守
を
誇
る
江
戸
時
代

の
高
槻
城
の
姿
が
確
認
で
き
る
。

旧
城
下
町
へ
と
移
動
す
る
と
当
時
の

様
子
を
今
に
伝
え
る
町
家
が
点
在
し
、高

槻
城
の
栄
華
を
感
じ
ら
れ
る
。そ
の
代
表

格
が「
横
山
家
住
宅
」。築
3
0
0
年
と

高
槻
で
最
も
古
い
町
家
で
、国
の
登
録
有

形
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
横
山
家

か
ら
程
近
い「
福
寿
舎
」は
明
治
時
代
に

造
ら
れ
た
町
家
な
が
ら
趣
の
あ
る
建
物

で
、グ
ル
メ
や
物
販
も
あ
る
、誰
も
に
開

か
れ
た
シ
ェ
ア
ア
ト
リ
エ
だ
。

高
槻
の
動
乱
や
栄
華
の
中
心
と
な
っ

た
地
域
。そ
う
考
え
な
が
ら
歩
い
て
み
る

と
、見
え
る
景
色
も
違
っ
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
。

着
て
、見
て
、入
っ
て
楽
し
む

動
乱
と
栄
華
の
お
も
か
げ
。

高槻城跡の一部に整備された市民の憩
いの場。城の石垣や堀を模した池を中
心とするゾーンのほかに、敷地内には
郷土の暮らしや生業がうかがえる民具
などを展示する「歴史民俗資料館」もあ
る。園内の高台には高山右近像も。
住所／高槻市城内町、野見町地内
駐車場／なし

城跡公園

見学は自由。スリッパに履き替えて入
ろう 市の「おいしいお店応援プロジェ
クト」を活用してオープンしたおばんざ
い店も 各部屋に作家が入居 福
寿舎近くの築300年の町家「横山家住
宅」。医院・住宅として現在も使用され
ているため、見学は現地で直接相談を

ジャズストリートなどのイベント
会場としても利用される  ス
マートフォン用アプリ「AR高槻
城」をダウンロードしてかざすと、
かつての高槻城の風景が  公
園内の歴史民俗資料館。展示
物はもちろん、建物自体のたた
ずまいにも雰囲気がある

　高槻城は16世紀前半の戦国時代には存在
したとされ、和田惟政や高山右近が城主となり、
堀と土塁で囲まれた城を整備した。
　近世城郭として生まれ変わったのは、400年
前の1617（元和3）年。江戸幕府による公儀
修築が行われ、3層の天守をもち、本丸、二の
丸、三の丸などを備えた姿に大改築された。
　築城400年に当たる今年、「しろあと歴史
館」と「今城塚古代歴史館」が合同で特別展
を実施する（本誌の裏表紙を参照）。

江戸時代の築城から400年
近世城郭として公儀修築

 無料で体験できるレプリカ兜と陣羽
織の着用。土曜、日曜、祝日限定で当時
使われていた本物の兜と火縄銃に触れ
ることも可能 高槻城を表したジオラマ 

書簡や古文書、美術工芸品、仏像な
どバラエティ豊かな展示 江戸時代の
暮らしを映像で見る「しろあと座 」 今
年は高槻城築城400年に当たる

江戸時代に
見えていた

風景を再現！

阪急高槻市駅から程近い旧城下町の北辺に、
1898（明治31）年築の町家を改装して造られ
た。城下町エリアには江戸時代に建てられた
町家が多数あるが、酢の醸造所だった福寿舎
は、シェアアトリエとして改装されたことが特徴。
住所／高槻市城北町1-9-6　電話／072・674・1127
時間／9：00～18：00
休み／アトリエにより異なる
料金／見学無料　駐車場／なし

福
ふくじゅや

寿舎

高槻城三の丸跡に立つ歴史博物館。戦国時代
以降の文化財を中心に10万点以上の資料を収
蔵する。「江戸時代の高槻に出会う」がコンセプ
トの常設展示では、豊富な文化財や復元模型
などを通じて当時の様子を学ぶことができる。
住所／高槻市城内町1-7　電話／072・673・3987
時間／10：00～17：00（入館は16：30まで）　
休み／月曜、祝翌日、年末年始　
料金／入館無料※特別展・企画展は要別途　
駐車場／約10台（無料）

しろあと歴史館

気分は
流行りの
おんな城主!?

かっちゅうエーアール

まちや

国の登録

有形文化財の
町家・

横山家住宅
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カトリック高槻教会 高山右近記念聖堂

大阪医科大学 歴史資料館

市街地にある2つの近代建築は
SNSに投稿したくなるような歴史遺産。
どちらも写真撮影は自由※なので
ぜひカメラ片手に足を運んでみよう。
※「大阪医科大学 歴史資料館」の見学は要事前連絡

高槻にはあちこちに歴史深さを感じさせる痕跡がある。
そのなかから見れば驚きのある、特徴的な風景をご紹介。

正式には斜拱渠（しゃきょうきょ）と呼
ばれるねじりまんぽは、強度のあるト
ンネルを造るためアーチ部をねじった
形でレンガを積んだもの。日本で30
例ほどしかないが、JR京都線の梶原
一丁目と五丁目の間にも存在する。
住所／高槻市梶原

レンガ造りのアーチ橋
（ねじりまんぽ）

かつて淀川の氾濫により繰り返し水
害を受けてきた三箇牧地区。水害
や湿気から財産や収穫物を守るた
めに、段倉と呼ばれる特徴的な外観
の土蔵を多く建てた。一番大事なも
のは一番床が高い蔵に保管された。
住所／高槻市唐崎

段倉

日親上人が、室町時代の
1427（応永34）年に建立し
た寺 院。境内には弁 慶が
馬をつないだとの伝説があ
る高さ約30m、樹齢約800
年と伝わる巨大なクスノキ
の古木がそびえる。
住所／高槻市梶原2-9-12

一乗寺

史跡「新池埴輪製作遺跡」
を公園として整備し、埴輪の
製作工房や窯など、操業を
始めたころの様子を復元。
最盛期の530年ごろには窯
6基がフル稼働し、今城塚
古墳へ形象埴輪や円筒埴
輪を出荷したとされる。
住所／高槻市上土室1-10

史跡新池
ハニワ工場公園

ドーム下には祭壇がある 入口の上に
は半円状の美しいステンドグラスを配置 
2階には花の形をした個性的なステンドグ
ラスも イタリア産の大理石でできた高山
右近像 マニラはスペイン領だったため、
スペイン風の意匠を感じられる

壁と部分的なタイル張りにヴォーリズ建
築の特色が見られる 大きな窓から射し
込む光が美しい 教室であった当時のよ
うに机や椅子を復元展示 創立時の解剖
館にあったステンドグラスも配置 ヴォ
ーリズの図面やスケッチが飾られている

キ
リ
ス
ト
教
の
禁
止
に
よ
り
マ

ニ
ラ
に
追
放
さ
れ
て
生
涯
を
終
え

た
高
山
右
近
。そ
の
右
近
の
臨
終
の

地
で
あ
る
マ
ニ
ラ
郊
外
ア
ン
テ
イ

ポ
ロ
に
あ
る
聖
母
大
聖
堂
を
模
し

て
建
て
ら
れ
た
の
が
、カ
ト
リ
ッ
ク

高
槻
教
会
の
高
山
右
近
記
念
聖
堂
。

1
9
6
2（
昭
和
37
）年
に
完
成
し

た
建
物
は
、姿
を
変
え
る
こ
と
な
く

現
在
に
い
た
る
。

青銅色のドームと
ステンドグラスが印象的な聖堂

住所／高槻市野見町2-26
電話／072・675・1472
時間／8：30～19：00
※予約不要。ミサやイベント時は見学不可
休み／なし　料金／見学無料　
駐車場／あり（要事前許可）

1
9
2
7（
昭
和
2
）年
、数
多
く

の
西
洋
建
築
を
手
が
け
た
建
築
家
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
に
よ
り
設
計
さ
れ
た
大
阪
医
科

大
学
の
学
舎
群
。そ
の
後
、建
て
替

え
が
進
め
ら
れ
た
も
の
の
別
館
だ

け
は
創
立
当
時
の
ま
ま
の
姿
で
、歴

史
資
料
館
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ム
様
式
の
ア
ー
チ
や
ア
ラ

ベ
ス
ク
装
飾
が
見
ど
こ
ろ
。

個性的な意匠がちりばめられた
高槻市初の国の登録有形文化財

住所／高槻市大学町2-7
電話／072・684・6738
時間／9：30～16：00（入館は15：30まで）
※要事前連絡　
休み／土曜、日曜、祝日、大阪医科大学の休業日　
料金／見学無料

眼下に大阪平野を一望する安満山
の中腹にあり、3世紀中ごろの邪馬
台国の時代に築造。1998（平成10）
年に復元整備し、公開された。青銅
鏡5面をはじめとする出土品は国の
重要文化財に指定されている。
住所／高槻市安満御所の町
（高槻市公園墓地内）

安満宮山古墳

樫田地区の総鎮守である樫船神社は
田能盆地の最も奥まった明神岳の中
腹に位置し、樫船大明神を祀（まつ）っ
ている。石と木で組まれた趣のある参
道や静寂に包まれた境内のほか、参
道入口から南に150m程離れた場所
に鳥居があるのもおもしろい。
住所／高槻市田能コブケ8

樫船神社

樫船神社から
離れた場所に
石鳥居があるよ
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